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1990年ピーク時
333 社

(進出日本企業186 社)

2004年
286 社

(進出日本企業141 社)

2013年12月現在
360 社/014年373社
(進出日本企業219

/231社)
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2016/10月現在
355社

（進出日本企業
225社）



自動車 7社

機械 5社

電気電子

3社

建設不動産

3社

運輸サービス

3社

化学品 2社

貿易 2社

コンサルタント

2社

食品 1社 金融 1社

業種別内訳
（計23社）

注）大・中小企業の分類は中小企業基本法第２条に基づく。業種分類また企業規模の分類については独自調査のため本来と異な
る可能性があることを予めご了承下さい。

うち22社が大企業
（※日本本社ベース）
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１９９８年 本国企業 地場企業 合計会員数

ドイツ会議所 ９００

日本会議所 １５６ １２９ ２８５

２０１３年 本国企業 地場企業 合計会員数

ドイツ会議所 １４００ ３００ １７００

日本会議所 ２１５ １４０ ３５５

過去、ドイツからブラジルに進出した企業総数1600社に対
し日本は約550社

その差は何故か？
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地の利

Ｒ＝１/Ｄ²

距離の二乗に反比例

時差

独/Ｂ：５時間

日/Ｂ１２時間

ダイレクト便の有無

独：有る

日本：ナシ

両国間ＶＩＳＡ

独：ＦREE

日：必要

言語/文化

独：Deutsch

３校（小学校～高校
課程）の生徒数：

１２０００人

本国教師：７０人

日：日本語

１校（小～中学校）の
生徒数：２０５人

本国教師：１８人

いずれも１９９８年の
調査比較結果

移民の歴史

独：１８２４年

日：１９０８年
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組織体制の

違いか？

独：150～120人
体制

（本国に常勤駐
在員５人配置）

日：10人体制

本国からの資
金的な援助の
有無？

独：有

日：無（2014か
らＭＥＴＩの補助
金活用）

会議所運営上

の違いか？

独：ビジネスセ
ンターを設置

日：同センター
無

現地化の差？

社長を現地人・
権限委譲

独：９９．．％？

日：15％（※）
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（※）日本の15．4％は２０１２年２月８日のアンケート調査結果
http://jp.camaradojapao.org.br/pdf/120208%20NIKKEI%20SHINNSHUTSU%20K

IGYOU.pdf



 保護主義の国？

 インフラ未整備で通関・物流面でトラブル大国？

 税制の種類が多く複雑で負担が重く税金大国？

 労働訴訟も多く人件費コストが高い国？

 政府許認可が遅くブロクラシ―大国？

 為替変動の多い国？

 治安が悪い国？

○ドイツにとってはビジネスチャンス

▲日本は概ね悲観的
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ブラジルの輸出加工区（ＺＰＥ）
の改善について提言

高度な技術を持つ企業に進出、
人材を育成、競争力を高め、雇用の拡大を図る

（当所パンフレットから抜粋）
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詳細は下記会議所サイトをクリック（2016年６月17日昼食会）
http://jp.camaradojapao.org.br/news/atividades-da-camara/?materia=15937

ＺＰＥの成功事例：016年10月21日昼食会のＰＰＴ資料（ペセンプロジェクト）を参照

http://jp.camaradojapao.org.br/news/atividades-da-camara/?materia=15937
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日本の投資家を招きＺＰＥ見学会を開催する。

時期：来年上期中

来年また是非とも奮ってご参加ください。

お待ちしています。
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